


























































柳 田 明 彦
不活性ガスに水素ガスを加えた反応性ガス蒸発法によりチタン水素化物微粒子の作製を行な
った｡水素および-リウムの混合ガスの全圧を50Torrと一定にし蒸発温度2000℃ において
は水素分圧0･5Torr以上の条件でCaF2型構造のTiH2(T相 )微粒子が成長し,その晶癖
は高温相のbcc構造を反映した十二面体であった｡水素分圧 0.5Torr以下の条件では, hcp
構造のd相とγ相の二相からなるチタン水素化物微粒子が成長した｡さらに,この方法で作製
したTili2微粒子の真空中での加熱による水素脱離の実験およびチタン微粒子の水素雰囲気中
での加熱による水素吸収の実験を行なった｡その結果,水素脱離においては fcc構造からhcp
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